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業
を
目
指
す
。
ま
た
、
組
織

継
承
対
策
と
し
て
は
、
青
年

部
の
活
動
が
最
近
活
発
化
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
女
性

部
の
協
力
を
も
ら
い
な
が

ら
、
青
年
部
に
し
っ
か
り
と

引
き
継
い
で
い
く
。」
と
述

べ
、
今
後
の
方
針
を
示
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
来
た
る
参
院
選

で
の
本
会
の
推
薦
候
補
で
あ

る
中
西
祐
介
先
生
（
徳
島
・

高
知
選
挙
区
）、
水
落
敏
栄

会
長
（
比
例
代
表
）
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

か
ら
の
取
組
み
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
日
本
遺
族
会

盛
川
事
務
局
長
か
ら
「
中
央

情
勢
」
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
、
体
験
発
表
は
、
曾
孫

世
代
の
谷
亜
央
唯
さ
ん
か
ら

フ
ィ
リ
ピ
ン
慰
霊
巡
拝
や
満

州
か
ら
の
引
揚
げ
展
に
つ
い

て
の
発
表
、
孫
世
代
の
長
谷

　

研
修
会
に
は
御
来
賓
と
し

て
、飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
、

衆
議
院
の
山
口
俊
一
議
員
、

参
議
院
の
中
西
祐
介
議
員
、

三
木
亨
議
員
、
日
本
遺
族
会

か
ら
は
水
落
敏
栄
会
長
に
御

臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
冒
頭
、
坂
千
代

会
長
は
挨
拶
の
中
で
「
英
霊

の
顕
彰
、遺
族
の
処
遇
改
善
、

組
織
の
継
承
、
戦
没
者
記
念

館
の
活
動
促
進
、
若
い
世
代

へ
の
語
り
継
ぎ
と
い
う
本
会

の
五
大
方
針
に
基
づ
き
、
約

二
年
に
わ
た
り
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
た
事
業
を
力
強
く
復
活

さ
せ
る
。
特
に
、
若
い
世
代

へ
の
語
り
継
ぎ
と
し
て
は
、

語
り
部
事
業
を
令
和
六
年
の

記
念
館
十
周
年
ま
で
継
続
し

て
、
第
百
回
の
開
催
ま
で
行

う
こ
と
と
す
る
。
語
り
部
の

講
師
は
、
戦
後
の
労
苦
を
体

験
し
た
私
た
ち
遺
児
世
代
も

講
師
を
務
め
、
息
の
長
い
事

　

去
る
四
月
二
十
三
日（
土
）

役
員
等
研
修
会
が
、
三
年
振

り
に
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ

ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
県
内
遺
族
会
役
員
な
ど

百
八
十
名
余
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

※5・6月は感染症予防対策として、日程・会場を変更して行います。
（7月以降はこれまで通り、第2土曜日に開催）
会場：護国神社参集殿�　　��13：30～ 14：30

●第70回　５月22日（日）「大東亜戦争の生き証人、そして徳島白菊特攻隊」 春藤　嘉雄 氏（91）（板野郡）

●第71回　６月19日（日）「父の戦没地セブ島（フィリピン）への慰霊巡拝」 松原　良明 氏（79）（阿南市）

●第72回　７月９日（土）「御英霊への思い－沖縄での体験から－」 平松なりみ 氏　　　（東京都）

※第2土曜日から変更

※第2土曜日から変更

語り部事業のご案内

川
哲
也
さ
ん
か
ら
は
テ
ニ
ア

ン
島
で
の
慰
霊
巡
拝
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
講
演
と
し

て
飯
泉
知
事
か
ら
県
政
に
つ

い
て
の
貴
重
な
話
を
伺
い
、

本
県
が
今
後
目
指
す
方
向
性

に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
研
修
会
は
、
実

に
三
年
振
り
の
開
催

で
あ
り
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
研
修
項
目
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
参
加
さ
れ
た
役

員
を
始
め
会
員
の
皆

さ
ん
に
は
、
終
始
熱

心
に
参
加
い
た
だ

き
、
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　第11回戦没者等の遺族に
対する特別弔慰金の申請は、
各市町村の援護担当課で受
付中です。

特別弔慰金の申請を
受�付�中

《請求期限》
令和５年３月３１日
お忘れなく！
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私
た
ち
戦
没
者
遺
族
は
戦
後
の
動
乱
の
中
、
最
愛

の
肉
親
を
失
っ
た
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
再
び
悲
惨

な
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
固
く
心
に
誓
い
、

昭
和
か
ら
平
成
、
令
和
へ
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
目

指
し
、
英
霊
顕
彰
と
戦
没
者
遺
族
の
福
祉
の
向
上
に

心
血
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

　

戦
後
七
十
六
年
余
が
経
過
し
た
現
在
、
戦
争
の
記

憶
は
風
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
日
、
我
が
国
が
平
和
と
繁
栄
を
享
受
で
き
て
い
る

の
は
、
祖
国
の
安
寧
と
家
族
の
幸
せ
を
念
じ
つ
つ
散

華
さ
れ
た
御
英
霊
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
あ
る
こ
と
を

決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
二
十
一
世
紀
を
生

き
る
我
々
戦
没
者
遺
族

は
「
二
度
と
戦
争
を
し

て
は
な
ら
な
い
。
我
々

の
よ
う
な
遺
族
を
出
し

て
は
な
ら
な
い
。」
と
い

う
原
点
に
今
一
度
立
ち

返
り
、
戦
争
の
史
実
と

平
和
の
尊
さ
を
後
世
代

へ
と
伝
え
続
け
て
参
り

ま
す
。

　

英
霊
顕
彰
の
根
幹
で

あ
る
内
閣
総
理
大
臣
の

靖
国
神
社
参
拝
は
、
平

成
二
十
五
年
十
二
月
以

降
途
絶
え
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
総
理
、
閣
僚

の
参
拝
定
着
に
向
け
、
一
層
の
努
力
を

傾
注
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

尊
い
一
命
を
国
家
に
捧
げ
ら
れ
た
戦

没
者
の
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
、
国
家

補
償
の
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
令

和
五
年
に
最
終
償
還
を
迎
え
る
「
戦
没

者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」、
令

和
七
年
に
最
終
償
還
を
迎
え
る
「
戦
没

者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
」

の
継
続
に
は
、
い
ず
れ
も
法
案
の
国
会

通
過
が
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
運
動

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
む
遺
族
会
の
後
継
者
育

成
は
喫
緊
に
し
て
最
大
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。
戦
没
者
の
孫
、
曾
孫
を
中
心
と

し
た
青
年
部
活
動
を
さ
ら
に
積
極
的
に

支
援
し
、
と
も
に
活
動
を
重
ね
る
こ
と

で
組
織
の
継
承
を
図
っ
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

活
動
方
針

一
、
英
霊
顕
彰
運
動
の
促
進

　

国
家
の
礎
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
を
祀

る
我
が
国
唯
一
の
靖
国
神
社
へ
の
総

理
、
閣
僚
の
参
拝
の
定
着
化
、
知
事
等

の
護
国
神
社
へ
の
参
拝
等
を
促
進
す

る
。
国
立
追
悼
施
設
の
構
想
は
遺
族
の

活
動
と
心
情
を
軽
ん
じ
、
靖
国
神
社
の

形
骸
化
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
断
固
反

対
す
る
。

二
、
処
遇
改
善
運
動
の
促
進

　

戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
公
務
扶
助
料
等
は
国
家

補
償
の
理
念
に
基
づ
き
改
善
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
日
本
遺
族
会
等
と
連
携
し
引
き
続
き
要
望

を
行
う
。

三
、
組
織
継
承
へ
の
対
応

　

歴
史
を
重
ね
て
き
た
本
会
は
、
英
霊
顕
彰
と
戦

没
者
遺
族
の
福
祉
の
向
上
と
い
う
不
変
の
使
命
を

有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
没
者
遺
児
の
平
均
年

齢
は
八
十
歳
を
超
え
た
。
次
世
代
の
た
め
青
年
部

の
組
織
強
化
と
活
動
支
援
を
行
う
。

四
、
戦
没
者
記
念
館
へ
の
来
館
促
進

　

徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
は
開
館
七
年
を
超
え

た
。
語
り
部
事
業
、
特
別
企
画
展
を
は
じ
め
、
教

育
機
関
と
連
携
し
た
平
和
学
習
等
に
よ
り
、
来
館

促
進
を
図
る
。

五
、
次
世
代
の
事
業
参
加
の
促
進

　

日
本
遺
族
会
、
本
会
が
主
催
す
る
各
種
事
業
の

広
報
周
知
に
努
め
、
一
人
で
も
多
く
次
世
代
を
含

む
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
次
世

代
へ
の
語
り
継
ぎ
を
行
う
。

事
業
計
画

一
、
戦
没
者
顕
彰
事
業

　

御
英
霊
の
顕
彰
を
行
う
と
と
も
に
、
平
和
に
寄

与
す
る
事
業
活
動
を
実
施
す
る
。

⑴
地
域
追
悼
式
等
へ
の
参
列
（
随
時
・
県
内
各
地
）

⑵
富
山
丸
戦
没
者
慰
霊
祭

日
時
:
令
和
四
年
六
月
二
十
九
日

場
所
:
護
国
神
社

⑶
全
国
戦
没
者
追
悼
式

日
時
:
令
和
四
年
八
月
十
四
～
十
五
日

場
所
:
日
本
武
道
館
ほ
か

⑷
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会

日
時
:
令
和
四
年
八
月
二
十
四
日

場
所
:
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
郷
土
文
化
会
館
）

⑸
全
国
護
国
神
社
等
参
拝
・
千
羽
づ
る
奉
納
事
業

日
時
:
令
和
四
年
十
一
月
頃

場
所
:
中
四
国
護
国
神
社
を
予
定

⑹
沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
慰
霊
参
拝

日
時
:
令
和
四
年
十
一
月（
一
～
二
泊
）

場
所
:
沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘

⑺
海
外
慰
霊
巡
拝

日
時
:
令
和
五
年
一
月（
一
週
間
程
度
）

場
所
:
台
湾
バ
シ
ー
海
峡

⑻
春
の
靖
国
神
社
団
体
参
拝

日
時
:
令
和
五
年
三
月
（
一
～
二
泊
）

場
所
:
靖
国
神
社
ほ
か

二
、
広
報
啓
発
事
業

　

会
報
の
県
内
外
へ
の
配
布
等
を
行
い
、

恒
久
平
和
を
広
く
訴
え
、
本
会
事
業
の
周

知
を
行
う
。

⑴
本
会
会
報
の
発
行
（
年
間
六
回
、
奇
数

月
に
発
行
し
、
会
員
等
へ
配
布
す
る
）

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信

（
マ
ス
コ
ミ
活
用
も
積
極
的
に
行
う
）

三
、
遺
族
処
遇
改
善
等
事
業

　

日
本
遺
族
会
、
各
支
部
遺
族
会
等
と
連

携
し
、
処
遇
改
善
の
取
組
み
と
要
望
活
動

を
行
う
。

⑴
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
及
び
国
会
陳
情

（
令
和
四
年
十
二
月
・
東
京
）

⑵
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
令
和
四
年

五
月
十
六
日
・
松
山
市
）

⑶
長
寿
（
百
歳
）
の
方
へ
の
記
念
品
贈
呈

四
、
研
修
事
業

　

戦
没
者
遺
族
を
対
象
に
各
種
研
修
会
を

実
施
す
る
。

⑴
役
員
等
研
修
会
（
令
和
四
年
四
月

二
十
三
日
・
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ

テ
ル
）

⑵
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　

西
部
（
令
和
四
年
六
月
三
日
・
吉
野
川

市
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　

第
二
十
六
回
理
事
会
を
令
和
四
年
三
月
二
十
五
日
に
開
催
し
、
令
和
四
年
度
活

動
方
針
、
事
業
計
画
が
審
議
の
う
え
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

●
令
和
四
年
度

徳
島
県
遺
族
会
の
活
動
方
針
・
事
業
計
画

徳
島
県
遺
族
会
の
活
動
方
針
・
事
業
計
画

は
じ
め
に
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く
。
そ
の
う
ち
毎
月
二
回
（
二

日
）
程
度
、
青
年
部
が
受
け
持

つ
こ
と
と
す
る
。  

二
、
来
館
促
進
事
業

⑴
若
い
世
代
へ
の
来
館
促
進
と
平

和
学
習
の
推
進

◦
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
紙

芝
居
」
の
上
演
に
つ
い
て
、
継

続
し
て
事
業
展
開
す
る
な
ど
平

和
学
習
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
若
い
世
代
の
来
館
促
進
に

務
め
る
。

⑵
広
報
活
動

◦
本
会
会
報
の
活
用
、
マ
ス
コ
ミ

へ
の
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
、

積
極
的
に
広
報
活
動
を
行
う
。

三
、�

第
八
回
平
和
作

文
コ
ン
ク
ー
ル

◦ 

県
内
中
学
生
が
、

戦
争
と
平
和
に
つ

い
て
自
ら
考
え
る

機
会
と
し
て
、
平

和
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
す
る
。

優
秀
作
品
は
、
徳

島
県
戦
没
者
遺
族

大
会
に
お
い
て
表

彰
を
行
う
。

四
、
募
財
活
動

◦ 

戦
没
者
記
念
館
の

運
営
の
た
め
、
募

財
活
動
を
継
続
す

る
。

　

南
部 

（
令
和
四
年
六
月
四
日
・
阿
南
市
文
化
会
館
）

　

東
部 

（
令
和
四
年
六
月
五
日
・
護
国
神
社
）

⑶
理
事
・
監
事
・
評
議
員
等
研
修
会
（
令
和
五
年
二
月
・
一
～
二
日
・

県
内
予
定
）

五
、
関
係
事
業

⑴
徳
島
県
護
国
神
社

　

①
み
た
ま
祭
り
（
令
和
四
年
八
月
六
日
～
七
日
・
献
灯
）

　

②
平
和
祈
念
祭
（
令
和
四
年
八
月
十
五
日
）

　

③
神
恩
感
謝
祭
（
令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
）

　

④
例
大
祭
（
令
和
四
年
十
一
月
二
日
）

⑵
英
霊
に
こ
た
え
る
会

　

① 

全
国
統
一
行
動
の
街
宣
活
動
（
令
和
四
年
八
月
・
徳
島
市
内
）

　

② 

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
令
和
四
年
秋
・
香
川
県
）

　

ま
た
現
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
鑑
み
、
本
会
と
し
て
も
抗

議
声
明
を
審
議
し
、
文
案
は
会
長
一
任
と
な
り
、
坂
千
代
会
長

は
次
の
と
お
り
四
月
十
一
日
付
け
で
内
閣
に
提
出
し
た
。

　

護
国
神
社
で
は
、
八
月
六
日
㈯
・
七
日

㈰
の
二
日
間
（
提
灯
の
掲
示
は
八
月
一
日

か
ら
八
月
十
五
日
の
平
和
祈
念
祭
ま
で
）、

夏
の
慰
霊
行
事
と
し
て
「
み
た
ま
ま
つ
り
」

を
斎
行
の
予
定
で
す
。

　
「
み
あ
か
し
」
を
ご
神
前
に
灯
し
て
神
霊

を
お
慰
め
し
、
広
く
ご
神
徳
を
い
た
だ
く

お
祭
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
お
一
人
で
も
多
く
の
皆

様
に
「
提
灯
献
灯
」
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

提
灯
献
灯
お
申
込
み
要
領

❶
永
代
献
灯
（
大
型
提
灯
）

　

一
灯
に
つ
き
　
　
五
〇
、〇
〇
〇
円

❷
一
般
献
灯
（
小
型
提
灯
）（
五
年
間
掲
示
）

　

一
灯
に
つ
き
　
　
一
〇
、〇
〇
〇
円

　

現
在
一
般
献
灯
（
小
型
提
灯
）
の
お
申
込
み

が
非
常
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
一
般
献

灯
で
の
お
申
込
み
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

※	

時
節
柄
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
提
灯
掲
揚
の
中
止
等
規
模

を
縮
小
し
て
開
催
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
献
灯
の
お
申
込
み
や
行
事
内
容
等
ご

不
明
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
護
国
神
社
社
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

	　

尚
、提
灯
の
掲
揚
が
中
止
と
な
っ
た
場
合
、

一
般
献
灯
の
掲
示
期
間
は
一
年
延
長
し
て
掲

揚
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❶
永
代
献
灯

❷
一
般
献
灯

徳
島
県
護
国
神
社

徳
島
県
護
国
神
社

　

み
た
ま
ま
つ
り
献
灯
の
お
願
い

　

み
た
ま
ま
つ
り
献
灯
の
お
願
い

〒770-8021
徳島市雑賀町東開21−1
徳島県護国神社社務所
電話 088−669−3090

（
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
対
す
る
抗
議
声
明
）

　

私
た
ち
戦
没
者
遺
族
は
、
先
の
大
戦
後
の
動
乱
の
中
、
最
愛

の
肉
親
を
失
っ
た
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
再
び
悲
惨
な
戦
争
を

繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
固
く
心
に
刻
み
、
爾
来
、
恒
久
平
和
の

実
現
を
目
指
し
て
心
血
を
注
い
で
参
り
ま
し
た
。
徳
島
県
遺
族

会
に
お
き
ま
し
て
も
、
昭
和
二
十
六
年
の
創
立
以
来
、
七
十
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
一
貫
し
て
世
界
平
和
を
求
め
活
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
。ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、

力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
を
行
う
行
為
で
あ
り
、
我
が
国

を
含
む
国
際
社
会
の
平
和
と
秩
序
、
安
全
を
脅
か
す
も
の
で
あ

り
、
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市

街
地
へ
の
砲
撃
に
よ
る
惨
状
、
逃
げ
惑
う
市
民
、
泣
き
叫
ぶ
子

ど
も
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
、
か
つ
て
の
戦
争
を
思
い
出
さ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
武
力
に
よ
る
報
復
は
、
更
な
る
悲
劇

し
か
生
み
出
し
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
、
本
会
は
全
国
各
地
の
遺
族

会
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え

続
け
る
こ
と
で
平
和
を
希
求
し
て
参
り
ま
し
た
。
徳
島
県
遺
族

会
は
、
二
度
と
私
た
ち
の
よ
う
な
戦
没
者
遺
族
を
出
さ
な
い
と

い
う
誓
い
を
全
世
界
と
共
有
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
の
即
時
停
止
と
撤
退
を
求
め
ま
す
。

一
、
戦
没
者
記
念
館
運
営
事
業

⑴
戦
没
者
の
顕
彰

◦
遺
影
展
示
台
で
の
顕
彰
を
進
め

る
。

◦
遺
影
を
展
示
さ
れ
て
い
る
御
英
霊

の
遺
品
等
の
収
集
、
資
料
の
整
理

を
行
う
。

⑵
語
り
部
事
業

◦
毎
月
一
回
、
第
二
土
曜
日
午
後
一

時
三
十
分
を
基
本
と
し
、
語
り
部

事
業
を
実
施
す
る
。

◦
語
り
部
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
百

回
ま
で
継
続
し
て
開
催
す
る
。（
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
し
た
約

二
年
間
分
を
今
後
延
長
し
て
開
催

す
る
こ
と
と
す
る
。
毎
月
開
催

で
き
た
と
す
る
と
、

記
念
館
開
館
十
周

年
の
十
一
月
に
百

回
を
迎
え
る
）

⑶
特
別
企
画
展

◦
第
十
三
回
展
（
令

和
四
年
夏
）
及
び

第
十
四
回
展
（
令

和
五
年
年
明
け
）

の
開
催

⑷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
本
会
の
運
営

◦
本
記
念
館
の
土
日

祝
日
の
運
営
は
、

引
き
続
き
各
市
郡

の
協
力
に
よ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
実
施
し
て
い

（
語
り
部
事
業
の
様
子
）
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金
」
は
い
ず
れ
も
時
限
立
法
の

た
め
継
続
出
来
な
け
れ
ば
、
組

織
の
存
続
を
揺
る
が
す
事
態

と
な
る
。
総
力
を
結
集
し
て
運

動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

本
会
の
喫
緊
に
し
て
最
大
の

懸
案
は
後
継
者
の
育
成
で
あ

る
。
全
国
三
十
八
支
部
で
結
成

さ
れ
、
着
実
に
活
動
の
幅
を
広

げ
つ
つ
あ
る
青
年
部
と
共
に
活

動
を
重
ね
、
必
ず
や
組
織
を
継

承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
夏
に
は
旧
九
段
会
館
跡
地

に
新
た
な
ビ
ル
が
完
成
し
、
遺

族
会
国
有
財
産
無
償
貸
与
法
の

改
正
に
よ
り
、
国
か
ら
無
償
貸

与
さ
れ
た
特
定
施
設
に
本
会
事

務
局
が
配
置
さ
れ
、
展
示
室
、

交
流
ス
ペ
ー
ス
等
も
設
け
ら
れ

る
。
全
国
の
戦
没
者
遺
族
の
拠

り
所
と
し
、
加
え
て
次
世
代
へ

平
和
を
語
り
継
ぐ
拠
点
と
な
る

よ
う
な
環
境
作
り
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
英
霊
顕
彰
運
動

⑴
総
理
、
閣
僚
の
靖
国
神
社
参

拝
の
継
続
・
定
着
運
動
の
推

進
⑵
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設
建

設
構
想
の
阻
止

⑶
知
事
の
護
国
神
社
参
拝
運
動

の
推
進

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
等
も

支
給
対
象
と
な
る
よ
う
、
受
給

要
件
の
緩
和
を
本
部
、
支
部

一
体
と
な
っ
て
国
に
強
く
求
め

る
。

⑷
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
継
続
の
た
め

の
運
動
方
法
等
の
準
備

⑸
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国

費
参
列
者
の
拡
大
及
び
、
式

典
内
容
の
改
善
等

三
、
組
織
の
拡
充
強
化

⑴
組
織
の
拡
充
強
化

　

将
来
組
織
の
中
心
的
役
割
を

担
う
こ
と
に
な
る
青
年
部
を
育

成
す
る
た
め
に
共
に
追
悼
式
及

び
慰
霊
祭
へ
の
参
列
、
会
費
の

徴
収
、
機
関
紙
の
配
布
等
々
、

青
年
部
と
共
に
活
動
を
重
ね
、

青
年
部
が
積
極
的
に
支
部
活
動

に
携
わ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と

で
、
各
地
域
で
後
継
者
と
な
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
指
導
者

層
を
形
成
し
て
い
く
。
青
年
部

は
七
つ
の
柱
と
な
る
事
業
を
基

本
に
、
自
主
性
を
持
っ
て
積
極

的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
青
年

部
独
自
の
活
動
を
立
案
し
検
討

す
る
た
め
に
、
研
修
会
を
開
催

す
る
。

⑵
財
源
の
確
保

⑶
支
部
事
務
局
の
強
化

⑷
実
態
調
査
の
継
続
実
施

⑸
啓
蒙
活
動
の
実
践

⑹
支
部
遺
族
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討

⑺
先
の
大
戦
に
係
る
戦
没
者
遺

族
等
の
記
憶
及
び
教
訓
を
継

承
す
る
事
業
新
設
の
検
討

⑻
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
に
伴
う
会
議
等
の

実
施

四
、
遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善

事
業
及
び
委
託
事
業
等

⑴
遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

実
施
地
域　

広
域
地
域

十
五
地
域
、
延
べ
十
六
回
・

七
百
九
十
二
名
（
予
定
）　

特

定
地
域
三
地
域
・
百
八
名
（
予

定
）

⑵
戦
没
者
等
の
遺
留
品
の
返
還

に
伴
う
調
査
事
業

　

各
支
部
遺
族
会
の
協
力
を
得

て
、
遺
留
品
の
早
期
返
還
を
図

る
。

⑶
海
外
民
間
建
立
慰
霊
碑
移
設

等
事
業

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
、パ
ラ
オ
諸
島
の
三
地
域（
予

定
）

⑷
国
内
民
間
建
立
慰
霊
碑
移
設

等
事
業

　

国
や
自
治
体
が
積
極
的
に
民

間
建
立
慰
霊
碑
の
維
持
管
理
に

関
与
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

⑸
樺
太
・
千
島
戦
没
者
慰
霊
碑

維
持
管
理
事
業

五
、
遺
骨
収
集
事
業
並
び
に

戦
跡
慰
霊
巡
拝

⑴
遺
骨
収
集
事
業
等

　

日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進

協
会
が
政
府
よ
り
委
託
を
受
け

実
施
す
る
遺
骨
収
集
事
業
等
に

⑷
大
東
亜
戦
争
の
正
し
い
歴
史

観
の
醸
成

⑸
市
区
町
村
に
お
け
る
追
悼
式

及
び
慰
霊
祭
等
の
実
施

⑹
靖
国
神
社
・
護
国
神
社
と
の

連
携

⑺
靖
国
神
社
の
問
題
に
つ
い
て

二
、
戦
没
者
遺
族
の
処
遇
改

善
運
動

⑴
公
務
扶
助
料
等
の
改
善

　

戦
没
者
遺
族
に
対
し
支
給
さ

れ
る
公
務
扶
助
料
等
の
意
義
に

つ
い
て
、
国
家
補
償
の
理
念
で

支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
国
会
議
員
に
対
し
機
会
を

捉
え
広
く
知
ら
し
め
る
努
力
を

引
き
続
き
行
う
。

⑵
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
継
続
の
た
め
の

運
動

　

令
和
五
年
四
月
一
日
基
準
日

の
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
時
限

立
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら

ゆ
る
方
途
を
講
じ
て
継
続
で
き

る
よ
う
運
動
す
る
。

⑶
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給
要
件

の
改
善
等

　

特
別
弔
慰
金
の
趣
旨
に
「
国

は
戦
没
者
を
忘
れ
な
い
」
と

謳
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
失
権

遺
族
が
速
や
か
に
転
給
を
受

つ
い
て
は
、
積
極
的
に
参
加
協

力
す
る
。
遺
骨
収
集
実
施
地
域

十
五
域
（
予
定
）　

政
府
主
催
・

慰
霊
巡
拝
実
施
地
域
十
地
域

（
予
定
）

⑵
本
会
主
催
戦
跡
慰
霊
巡
拝

六
、
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進

⑴
国
内
に
お
け
る
社
会
奉
仕
活

動
⑵
海
外
に
お
け
る
社
会
奉
仕
活

動
七
、
本
会
創
立
七
十
五
周
年

記
念
事
業
の
実
施

　

今
年
で
七
十
五
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
九
月
に
都
内
の

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
本
会
創

立
七
十
五
周
年
記
念
式
典
」
を

挙
行
す
る
。

八
、
旧
九
段
会
館
跡
に
建
設

さ
れ
る
建
物
の
利
用
に
つ

い
て

　

旧
九
段
会
館
跡
に
建
設
さ

れ
る
保
存
・
新
築
部
分
の
建
物

（
名
称
は
「
九
段
会
館
テ
ラ
ス
」

で
検
討
中
）
に
つ
い
て
は
、
今

年
七
月
の
竣
工
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
本
会
は
、
国
か
ら
無
償

で
貸
し
付
け
ら
れ
る
新
築
建
物

四
階
部
分
の
「
特
定
施
設
（
約

五
百
七
十
平
米
）」
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
財
務
省
、
厚
生
労
働

省
等
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
新
た
な
施
設
の
運
営
準
備

に
当
た
り
、
今
秋
、
特
定
施
設

内
に
事
務
局
を
移
転
す
る
。

　

日
本
遺
族
会
は
「
二
度
と

私
た
ち
の
よ
う
な
遺
族
を
出
さ

な
い
」
と
い
う
固
い
決
意
の
も

と
、
昭
和
二
十
二
年
の
結
成
以

来
英
霊
の
顕
彰
と
戦
没
者
遺
族

の
福
祉
向
上
に
努
め
、
一
貫
し

て
恒
久
平
和
な
社
会
を
目
指
し

活
動
を
続
け
、
今
秋
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
行
幸
啓
を
仰
ぎ
、
創

立
七
十
五
周
年
式
典
を
挙
行
す

る
。

　

戦
後
七
十
六
年
余
が
経
過

し
、
戦
後
生
ま
れ
が
九
割
と

な
っ
た
今
日
、
戦
争
の
記
憶
は

風
化
す
る
一
方
で
、
世
界
で
は

紛
争
が
絶
え
ず
、
か
け
が
え

の
な
い
命
が
失
わ
れ
続
け
て
い

る
。
改
め
て
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
遺
族
会
の
基
礎
を
築
か

れ
た
多
く
の
先
達
に
敬
意
と
感

謝
を
表
す
と
と
も
に
、
今
こ
そ

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
伝
え
る
「
平
和
の
語

り
部
」
と
し
て
の
社
会
的
責
務

を
担
う
誇
り
を
も
っ
て
、
一
層

の
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

戦
没
者
遺
族
の
処
遇
で
は
、

令
和
五
年
に
最
終
償
還
を
迎
え

る
「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
」、
令
和
七
年
に

最
終
償
還
を
迎
え
る
「
戦
没
者

等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰 日

本
遺
族
会
事
業
計
画（
要
旨
）

事
業
計
画（
要
旨
）

日
本
遺
族
会
事
業
計
画（
要
旨
）

令
和
四
年
度
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一
、
開
催
趣
旨

　
　

沖
縄
で
の
戦
争
は
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
戦
い
で
あ

り
ま
し
た
。

　
　

戦
後
七
十
七
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
戦
争
体
験
を
次
世

代
に
ど
う
継
承
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。現
下
の
国
際
情
勢
を
見
て
も
、

改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　

沖
縄
の
本
土
復
帰
五
十
周
年
と
な
る
本
年
、
改
め
て

沖
縄
戦
史
を
紐
解
く
と
と
も
に
、
若
者
た
ち
が
当
時
を

い
か
に
過
ご
し
た
の
か
知
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

二
、
時
　
期

　
　

 

令
和
四
年
七
月
三
日（
日
）～
八
月
三
十
一
日（
水
）を

予
定

三
、
主
　
催

　
　

 

一
般
財
団
法
人
徳
島
県
遺
族
会
、
徳
島
県
戦
没
者
記
念

館
奉
賛
会

四
、
展
示
物

　

・ 

沖
縄
戦
史
パ
ネ
ル
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
パ
ネ
ル
、
戦

地
写
真
パ
ネ
ル

　

・
遺
書
、
戦
地
か
ら
の
手
紙
、
御
遺
品
等
の
展
示

　

・
沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
で
の
慰
霊
記
録

　

・ 

沖
縄
戦
を
巡
る
書
籍
の
紹
介
、記
録
映
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

な
ど
を
予
定

五
、
そ
の
他

　
　

夏
休
み
期
間
中
の
開
催
で
あ
り
、
多
く
の
児
童
、
生

徒
に
来
館
い
た
だ
き
、
平
和
学
習
の
一
助
と
な
る
よ
う

努
め
る
。

��

沖
縄
戦
を
語
り
継
ぐ

―
戦
史
と
ひ
め
ゆ
り
学
徒
―

（第1部）「父の出
征と留守家族」
　父、髙島榮に
召集令状が来た
のは30歳頃でし

た。父、母、５歳の私と３歳の弟、１歳の妹
の５人家族、父は魚を加工して自転車に積み、
行商で生計をたてていました。年齢も高く生
活の中心であった父に召集がかかるとは思っ
ていなかったと思います。
　召集地は徳島市蔵本にあるビルマ派遣歩

兵143連隊。戦況が不利となり、高齢者にも召集がかかった
ものと思います。資源確保のため西方ビルマからの連合軍の
進出を抑える必要から143連隊が進攻していました。壮烈な戦
いの中、食糧や弾薬が滞り、昭和19年に撤退開始、昭和20
年９月ビルマ方面降伏。この戦いで日本は133,576名、徳島県
6,216名、日和佐57名、由岐20名の戦死者を出しました。令
和元年11月の戦没者遺骨収容概数は、ビルマで91,460名収容、
未収容45,540名、父が戦死したモンド地区では２名のみ収容、
未だ多くが残っています。
　連隊慰問は母と２人で行っており、鮎喰川の土手で父と３人
でおはぎを食べたように思います。ある日慰問に行った際、「兵
隊さんが大勢で駅の方に行きましたよ。」と教えられました。
駅は人が一杯で、一生懸命探すと、列車の窓から「オオイ」
と声を上げる人がいて、父でした。母は駆け寄り、私も頭を
撫でてくれたと思いますが記憶にないのです。私は当時はやっ
ていた「コウモリ傘修繕」と声を出し、歩き回っていたそうです。
それが父と会った最後でした。その後列車は出発、瀬戸内海
からビルマへと向かいました。ビルマから手紙は全く来ません
でした。
　昭和19年４月10日、父がビルマのモンド東方で戦死と公報
が来ました。33歳でした。昭和20年３月、母と徳島に遺骨を
受け取りに行きました。建物の中は白木の箱が一杯で、私は
父の白木の箱を受け取り、抱いて帰りました。箱の中には遺骨
はなく、壊れた腕時計が入っていました。
　昭和20年８月終戦。父がいない家計は苦しく、母は近所の
方達と荷積みをしていました。赤黒く日焼けし寝ている時の苦
しそうな顔を見ると悲しくなりました。私は奨学金で高校を卒
業し就職、弟も就職したため、妹も高校に通えました。それ
まで母には大変な苦労をかけました。私は無線通信士に合格
し水産会社に就職、捕鯨母船に乗船し漁期は10月から次年度

語り部事業講演要旨

●第67回語り部事業　２月12日（土）
　「父の出征と留守家族」
　「美波町に於ける空襲の記録」

海部郡美波町　髙島　英生氏（83）

の４月、次の漁期まではペルシャ湾へ原油を積みに出ていまし
た。日本からバシー海峡、南シナ海を航行、シンガポールとス
マトラ島の間のマラッカ海峡を通過、遥か北には父が戦死し
たビルマがあります。この航路を通過するたび北の方に向かい、
父や戦友の皆様に慰霊の言葉を捧げ、お酒や果物を海に投げ
入れました。
　母は90才頃から病気がちになり、ある日見舞いに行くと「夢
の中に榮さんが現れ、『岩子よ、どこが痛いんな。』と言われた。」
と言いました。その後92歳で亡くなりましたが、遠いビルマか
ら父が逢いに来てくれたことを聞きびっくりし、80年近くもなる
のに、夫婦の絆は強いものだと感心しました。
　戦争は始めると最後までつき進んでしまいます。もっと早く
終結していたら悲惨な思いをしなくて済んだのに、とよく言わ
れますが、戦争とはこんな戦いです。安易に考えてはいけませ
ん。戦争を知らない人が国民の９割に達する時代、戦争が巻
き起こす悲惨な状況を、次の世代の人に必ず伝えていかねばな
りません。私達のような悲惨な経験をしないでください。させ
ないでください。
（第２部）「美波町に於ける空襲の記録」
　日和佐では、昭和20年５月、艦載機B34グラマンが、顔が
見えるほどの低空で機銃掃射をあびせながら薬王寺上空を南
西方面へ飛び去った。農耕をしていた人は、あわてて草むら
に身を伏せた。近くでいた人は、牛が銃弾を受けて即死する
のを見て、恐怖で心臓が止まる思いがしたそうだ。近所の人は
防空壕に避難して無事であったが、寺前で自転車の稽古をし
ていた子供が銃撃された。弾丸は左手の人差し指を貫通、腹
部へと向かったが幸いポケットにあったナイフにあたって方向
が転じ、大事にならなかった。７月４日には徳島空襲の帰りと
思われるB29による爆弾投下があった。城山付近に３個落ち、
大きな穴があいている。もし町中に落ちていたら大変な事にな
ったと思われます。
　由岐でも、昭和20年５月、沿岸警備艦が由岐沖を航行中、
艦載機から攻撃を受け被弾、沈没を防ぐため全速で大浜海岸
目指して航走、乗り上げることができた。私は海岸に行きまし
たが、艦は黒い煙を出して燃えており、恐ろしくなって走って
帰ったのを覚えています。その後、救助船が沖から帰港してく
る異様な漁船を発見。機銃掃射を受け、機関室からともの方
が浮き上がり、喫水線の下も被弾、浸水している状況で、船
員親子の父が被弾し死亡、由岐で初めての漁業者の犠牲でし
た。日和佐、由岐両地区の民間人も犠牲になりました。

徳
島
県
戦
没
者
記
念
館

　
第
十
三
回
特
別
企
画
展
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　私の父がフィリ
ピンのレイテ島で
戦没した関係で、
私はフィリピンに

は慰霊巡拝に多く行っております。
　私が海外の慰霊に遺族会の会員として一番
最初に行ったのは、昭和53年の２月にルソン
島、レイテ島、セブ島でした。私が遺族会に
入ったのは同じ町内に遺族の同級生がいまし

て、彼から「おい、近藤よ、遺族会に入れ。」と言われたのが
きっかけでした。それで、遺族会の組織があることを知り、また、
遺族会がこういう事業をしていることを知り、そして、父が戦
死した場所に是非行って見たいと思いました。
　私が遺族会で慰霊巡拝に行ったのは、昭和53年からで沖縄
も入れて25回ほどです。最初にルソン島へ行ったときは「本当
にこちらの人はこのようなところに住んでいるのだなぁ」と驚き
ながら、回ってきた思い出があります。ルソン島のマニラから
飛行機で１時間ほどで父が戦死したレイテ島、そして、その近
くのセブ島と回りました。結局その後、ルソン島へは10回以上
行ってまいりました。また、その間には、中国、沖縄といった
環太平洋へも行きました。最初にルソン島へ行ったときは、日
本と比べても、大変貧しい家に住んでいる方々が多く、「日本
って本当にいいところだなぁ」と思いました。それから、毎
年のごとくルソン島やレイテ島、その他のところに参りました。
台湾からバシー海峡へも参りました。遠方になりますが、イン
ドネシア、バリ島にも参りました。私は、慰霊に行ったところ
ではずっとお勤めをさせていただきました。私は板野町のお

語り部事業講演要旨

●第68回語り部事業　３月12日（土）

　「海外戦跡慰霊巡拝に参加して」
板野郡板野町　近藤　隆弘氏（82）

寺で住職をやっております。巡拝の地でお勤めをさせていただ
き、参加された方には喜んでいただいたと思っています。旅費
は最初に行った頃は大体４泊か５泊で18万円から20万円くらい
だったと思います。もう40年も前の事ですが、本当に当時はレ
イテ島もセブ島も日本と比べると生活環境が厳しかったように
思いました。それから比べると、最後にルソン島に行ったとき
は、マニラはさすがに首都だけに日本とはあまり変わらない位
の発展をしていました。地方に行くと「まだこんなところがある
のだなぁ」と思うこともあり、グアムやサイパン、ミャンマーな
どにしてもよく似た状況でした。国内では、沖縄にも徳島の塔
に慰霊に参りました。私は、体が動くうちにもう一回ぐらいは、
ルソン島へお参りに行きたいなと思っているのですが、なかな
か思うようにはいきません。今の状況が続けば行けそうにない
です。昭和53年に初めて慰霊巡拝に行った時は、私は町役場
に勤めており、この時に課長や町長に相談しますと、「是非行
って来い」と言っていただきました。この時から、環太平洋の
戦争をした場所へは全て行ったことになります。町がきれいだ
ったのは台湾です。それから、中国でも満州でした。今では、
ミャンマーもタイも日本に負けないくらい発展して頑張っていま
す。沖縄にも、各県の慰霊の塔があります。徳島も徳島の塔
があります。日本国内ですから、皆さんも是非お参りして頂い
たらと思います。私は、初めてレイテ島に行った時から親父に
会いに行っているという気がしておりました。特に初めて行っ
たときは強く思いました。行くたびにお勤めをさせていただき
ましたけれども、おかげで、親父には、何度も会いに行けた
なぁと思っております。最後にもう一度だけ、父の戦死したレイ
テ島に行きたいと思っています。

行　　　　　　　　程月日（曜）

８/14
㈰

８/15
㈪

徳島空港　　　  羽田空港 …… 羽田エクセルホテル東急 ‖ 

　　‖‖ 靖国神社（昇殿参拝・遊就館見学） ‖‖ 

　　‖‖ ホテルグランドヒル市ヶ谷  

ホテル ‖  全国戦没者追悼式（会場:日本武道館） ‖‖ 

　　‖‖ 東京都内車窓観光 ‖ 昭和館 ‖

　　‖‖ 東 京 都 内 車 窓 観 光 ‖

　　‖‖ 羽田空港　　　　徳島空港

10:55

9:30

14:00 14:50

9:45

14:00 16:00

16:15

12:10 12:30 13:20

16:00　　17:30 18:45

ANA282

ANA285

記念撮影後、ご参拝

宿泊

出発

追悼式参列、昼食はお弁当

東京の名所を車窓にて巡ります

（昼食）

１

２ （浅草、国立競技場、レインボーブリッジ等）

（皇居、東京駅等）

TEL 
03-3268-0117

　毎年8月15日、政府主催により東京・日本武道館にて、天皇皇后両陛下の御臨席のもと、全国戦
没者追悼式が挙行されます。本県から参列する遺族を募集いたします。先の大戦の記憶を風化させ
ることなく次世代へ継承していくため、若い世代の遺族の参列もお待ちしております。

令和２年度 全国戦没者追悼式（政府主催）（靖国神社団体参拝）
旅行実施日 令和４年８月14日㈰～15日㈪ 1泊2日旅行実施日 令和４年８月14日㈰～15日㈪ 1泊2日

令和４年度 全国戦没者追悼式（政府主催）（靖国神社団体参拝）

■募集人数：
　１５名程度（コロナ対策のため縮小開催）

■旅行経費：
　お一人様２万８千円（ツイン利用の場合）

■参加資格：
　戦没者の父・母・妻・兄弟・姉妹・子・孫
　（初めて全国戦没者追悼式に参列される方を優先）

■申込期限：
　令和４年６月１０日（金）まで

■申し込み先：
　徳島県遺族会事務局
　　（ＴＥＬ: ０８８- ６３６- ３２１２）
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地 方 だ よ り地 方 だ よ り
　

東
み
よ
し
町
戦
没
者
追
悼
慰
霊
祭
が
令
和

三
年
十
月
二
十
二
日
、
東
み
よ
し
町
中
央
公

民
館
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和

二
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
参
列
者
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
規
模
を
縮
小

す
る
な
ど
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
実
施
し

ま
し
た
。

　

始
め
に
参
列
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
、
東

み
よ
し
町
長
の
式
辞
の
あ
と
、
町
遺
族
連
合

会
山
口
博
視
会
長
か
ら
「
平
和
の
尊
さ
を
常

に
肝
に
銘
じ
、
二
度
と
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
も
戦
争
を
知
ら
な
い
若
い

世
代
に
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

追
悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、
再
び
悲
し
み

の
歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
改

め
て
心
に
誓
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
祭
壇
に

献
花
を
行
い
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

東
み
よ
し
町
遺
族
連
合
会

令
和
三
年
度 

東
み
よ
し
町
戦
没
者
追
悼
慰
霊
祭

１．目　　的
　先の大戦では多くの尊い命が犠牲となりました。本県出身者では、約３万４千人が犠牲となっており、
この歴史的事実を風化させることなく、平和の尊さを改めて見つめ直し、次の世代に正しく継承してい
くため、中学生を対象に平和に関する作文コンクールを実施します。
　応募作品の中から優秀な作品を表彰するとともに、令和４年８月24日（水）に開催する徳島県戦没者
遺族大会において作者が朗読し、広く平和のメッセージを届ける機会とします。

２．募集規定
　（1）募集期間
　　　令和４年４月18日（月）～令和４年７月20日（水）（必着）
　（2）募集対象者
　　　徳島県在住の中学生
　（3）応募規定
 作文のテーマ（例）
 　○戦争と平和について　　○平和学習で学んだこと
 　○ 戦争体験者の話を聞いて（徳島大空襲・戦地の記憶・

戦後の暮らしなど）
 　○徳島県戦没者記念館を見て
  原稿用紙に作文を書き、（４）の応募先へ郵送又は持参

すること。
 ・�原稿用紙は400字詰め・縦書き・２枚程度
 ・�題名、学校名、学年、氏名（フリガナ）を記入のこと（欄

外でも良い）
　（4）応募先
　　　　徳島県保健福祉部保健福祉政策課
　　　　〒770-8570 徳島市万代町1−1　県庁2階
　　　　電話　088-621-2170

３．審査・表彰
　　・審査員により最優秀作品、優秀作品を選定します。
　　・最優秀賞（１名）……賞状・図書カード１万円
　　・優秀賞（２名）………賞状・図書カード５千円
　　○ 最優秀賞、優秀賞の方には令和４年８月24日（水）徳

島県戦没者遺族大会で賞状授与を行います。
　　○ 最優秀賞作品は、賞状授与会場において作者による

朗読を行っていただきます。
４．主催・後援
　　主催　徳島県・一般財団法人徳島県遺族会
　　後援　徳島県教育委員会
　●問合せ先
 ①徳島県保健福祉部保健福祉政策課
 　〒770-8570 徳島市万代町1-1 県庁2階
 　電話　088-621-2170
 ②一般財団法人徳島県遺族会
 　〒770-8021 徳島市雑賀町東開21-1
 　電話　088-636-3212

第８回　平和作文コンクール　作品募集（中学生対象）

　

令
和
四
年
度
に
入
っ
て
ま
も
な
く
、
四
月
十
四
日

（
木
）
に
東
み
よ
し
町
立
三
加
茂
中
学
校
か
ら
、
三

年
生
や
引
率
の
先
生
な
ど
約
八
十
名
が
、
修
学
旅
行

で
戦
没
者
記
念
館
に
来
館
し
ま
し
た
。
今
回
の
来
館

は
、
徳
島
市
立
南
部
中
学
校
や
三
好
中
学
校
か
ら
、

本
館
で
の
平
和
学
習
の
成
果
を
聞
き
つ
け
て
、
先
生

方
が
来
館
を
決
め
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

戦
没
者
記
念
館
の
見
学
で
は
、
八
千
名
を
超
え
る

戦
没
者
の
写
真
、
そ
の
中
に
は
十
代
の
若
さ
で
亡
く

な
っ
た
人
も
多
い
こ
と
に
驚
き
、
ま
た
先
の
大
戦
の

経
緯
、
徳
島
県
で
の
戦
跡
を
記
し
た
パ
ネ
ル
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
の
中
に
は
、
戦
没
し
た
親

戚
の
写
真
を
見
つ
け
、「
戦
争
は
過
去
の
出
来
事
な

が
ら
、
身
近
に
あ
っ
た
も
の
だ
。
今
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
戦
争
も
あ
り
、
平
和
の
尊
さ
を
見
つ
め
な
お
す
時

期
だ
と
思
う
。」
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
中
に
は
「
こ
の
よ
う
な
立
派
な
施
設
が
徳

島
に
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。
ま
た
、
来
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま

し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回
、
戦
没
者
記
念
館
で

学
ん
だ
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
の
学
習
を
よ
り
進

め
て
も
ら
い
た
い
と
願
い

ま
す
。

　

な
お
、
四
月
二
十
六
日

に
予
定
し
て
い
た
高
知
県

香
美
市
立
香
我
美
中
学
校

は
、
本
会
青
年
部
と
高
知

県
遺
族
会
青
年
部
の
交
流

が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も

の
で
す
が
、
今
回
は
高
知

側
の
事
情
に
よ
り
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

三
加
茂
中
学
校
三
年
生
が
記
念
館
に
来
館

（
修
学
旅
行
で
の
平
和
学
習
）

三
加
茂
中
学
校
三
年
生
が
記
念
館
に
来
館

（
修
学
旅
行
で
の
平
和
学
習
）
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水落　敏栄さん
自民党　新潟県出身 79 才
参議院議員　現在３期目
現職：日本遺族会会長

中西　祐介さん
自民党　阿南市出身 42 才
参議院議員　現在２期目

現職：総務副大臣

第26回参議院議員通常選挙へ向けて

本
会
で
は
、
来
た
る
参
院
選
に
お
い
て
、

選
挙
区（
徳
島
・
高
知
合
区
）で
は
中
西
祐
介
さ
ん

比
例
代
表
（
全
国
区
）
で
は
水
落
敏
栄
さ
ん

を
推
薦
候
補
と
し
、全
面
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

（
三
月
）

12
日　

正
副
会
長
会
、
記
念
館
運
営
企
画
委
員
会

（
護
国
神
社
）

12
日　

語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

25
日　

理
事
会
、記
念
館
奉
賛
会
総
会
（
護
国
神
社
）

27
日
～
28
日　

春
の
靖
国
神
社
参
拝
（
中
止
）

（
四
月
）

14
日　

三
加
茂
中
学
校
来
館
（
記
念
館
）

15
日　

市
町
村
遺
族
会
事
務
局
長
会
議
（
護
国
神

社
）

17
日　

青
年
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

17
日　

語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

23
日　

役
員
等
研
修
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
）

26
日　

香
我
美
中
学
校
来
館
（
記
念
館
）
※
中
止

令
和
四
年
五
月
~
七
月
行
事
予
定

（
五
月
）

1
日　

青
年
部
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
た
め

の
義
援
金
募
金
活
動
（
繊
維
団
地
・
徳
島

駅
前
）

10
日　

女
性
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

14
日　

父
の
像
清
掃
・
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
（
徳
島
中

央
公
園
）

16
日　

日
本
遺
族
会
中
四
ブ
ロ
ッ
ク
会
議（
松
山
市
）

17
日　

監
事
会
（
護
国
神
社
）

19
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
監
事
会
（
護
国
神
社
）

22
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

22
日　

語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

（
六
月
）

3
日　

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

（
吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

4
日　

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会（
阿
南
市
文
化
会
館
）

5
日　

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
護
国
神
社
）

9
日　

理
事
会
、記
念
館
奉
賛
会
総
会
（
護
国
神
社
）

14
日　

日
本
遺
族
会
評
議
員
会
（
東
京
）

19
日　

語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

26
日　

評
議
員
会
、
理
事
会
等
（
護
国
神
社
）

29
日　

富
山
丸
慰
霊
祭
（
護
国
神
社
）

（
七
月
）

9
日　

正
副
会
長
会
議
（
護
国
神
社
）

9
日　

語
り
部
事
業
（
護
国
神
社
）

遺
族
会
の
動
き

令
和
四
年
三
月
~
四
月
実
施
行
事

　日本遺族会による「戦没者遺児による慰霊友好親善
事業」では、令和 4 年度参加者を募集しています。

本事業は、戦没者の遺児を対象とした事業で、一度
は亡き父等の眠る地に赴き心ゆくまで慰霊追悼を行うと
ともに、同地域の住民と友好親善を行うことを目的とし
ております。県遺族会事務局へお問い合わせ下さい。
■	参加費　１０万円

　集合場所までの往復交通費、帰国時宿泊代、渡航
手続手数料等は含まれておりません。また、新型コ
ロナウイルス感染症対策に伴う、日本国内外におけ
るＰＣＲ検査等の費用は個人負担となります。
■参加資格
　①戦没者の遺児
　②実施地域の戦没者の遺児
　③ 航空機やバス等による長距離移動及び気候風土の

異なる諸外国での団体行動に耐えられる方。

戦没者遺児による慰霊友好親善事業への戦没者遺児による慰霊友好親善事業への参加募集のご案内参加募集のご案内

実施地域 実施時期 募集人員
1 旧ソ連 令和４年７月21日～７月29日 40人
2 旧満州 令和４年８月１日～８月10日 40人
3 西部ニューギニア 令和４年９月28日～10月７日 40人
4 トラック諸島 令和４年10月８日～10月14日 15人
5 パラオ諸島 令和４年10月８日～10月14日 15人
6 ボルネオ・マレー半島 令和４年10月12日～10月21日 40人
7 マリアナ諸島 令和４年10月21日～10月27日 40人
8 東部ニューギニア 令和４年11月２日～11月９日 42人
9 ビスマーク諸島 令和４年11月２日～11月９日 40人
10 ミャンマー・タイ 令和４年11月10日～11月18日 80人
11 ソロモン諸島 令和４年11月16日～11月23日 20人
12 フィリピン（1次） 令和４年11月25日～12月２日 120人
13 マーシャル・ギルバート諸島 令和５年１月14日～１月22日 30人
14 東部ニューギニア（特定地域） 令和５年２月１日～２月８日 36人
15 台湾・バシー海峡 令和５年２月９日～２月15日 30人
16 西部ニューギニア（特定地域） 令和５年２月16日～２月25日 36人
17 ミャンマー（特定地域） 令和５年２月28日～３月８日 36人
18 フィリピン（2次） 令和５年３月10日～３月17日 120人
19 中国 令和５年３月22日～３月30日 80人

実施地域等（広域・特定地域）（日程は集合日を含む）

＊実施地域や実施時期等は、相手国や交通機関等の事情及び今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況で変更、延期、中止となる場合があります。

徳島・高知選挙区 比例代表
候補者名を書きましょう！


